
SIGs (Special Interest Groups) 

支部の垣根を越えて参加可能なテーマ別研究グループ (2024 年 10 月現在) 

 

※グループ結成要件、申請方法は現在調整中です 

 

 

●医療英語研究会 (SIG on Medical English) 

・研究目的：高齢化社会の到来に伴い、医療系大学や医療系学部の新設が急増している。その結果、医療

系の専門分野に特化した英語教育についてもこれまで以上に注目を集めるようになっている。しかし、映

画やドラマなど各種メディアを活用した医療英語教育についてはこれまであまり研究されていないのが

実情である。そこで本研究会では医療英語教育における映画やドラマを含む各種メディアの活用の可能

性について調査・研究を行う。 

代表者：足利俊彦（北海道医療大学） 

 

●映画映像とコーパスによる文化的英語教育研究会 (SIG on Teaching Culture and English through 

Movies and Corpus) 

・研究目的： 映画が持つ力は文化と言語にあるので、それらを分析することで映画に潜在する「自然・

環境と人間関係」「人間の心情の変容」「異文化意識」「コミュニケーション回路」を解明し、その知見を

語学教育現場の手引きとして生かすことを目指す。必要に応じて広義の Corpus も援用し、語句や人物名

の歴史的・社会的背景にも気を配る。 

代表者：塚田三千代（翻訳・映画アナリスト） 

 

● インタラクティブ英語動画教材の学習効果に関する研究会   (SIG on the Learning Effects of 

Interactive English Video Materials) 

・研究目的: 学習者がインタラクティブに英語を練習することが可能な動画教材を作成し、その教育効果

を測ることを主目的とする。どのような教材がより学習者の英語力向上に貢献するかを考察し、実用英語

教育の発展に貢献したい。 

代表者：中村佐知子（東北大学） 

 

●英語学研究会（SIG on English Linguistics） 

・代表者：吉川裕介（京都外国語大学） 

・研究目的：本研究グループでは、映像メディアを活用して言語学的な現象を検証し、教育現場への応用

や実践につなげることを提案する。具体的には、映像メディアが理論と実践の橋渡しとしての役割を果た

し、英語学習者にとって本質的な理解と実際的な運用を身につける上で非常に有用であることを、理論言

語学的な見地やコーパスデータ等を通して提案する。また、グループで集積したデータや資料をメンバー

内で共有し、学習教材・教授用資料などの共同開発を行う。 

代表者：吉川裕介（京都外国語大学） 

 



●文化・文学／映画分析研究会 (SIG on Studying on Literature and Culture through Media) 

・研究目的：学生が小説を読まなくなり、教育が実学重視に偏りつつある昨今、授業で文学作品を扱うこ

とが年々難しくなっている。これは文学研究の危機であるだけでなく、多角的なものの見方をする能力の

低下につながる深刻な問題である。ここで一助となるのがドラマや映画などの映像メディアであると本

研究会は考えている。文学作品とその映画化作品の研究は早くから行われているが、映画の原作に対する

忠実度に基づいての評価が中心で、往々にして小説（文字メディア）＞映画（映像メディア）との批評が

され、その二項対立的な批評の仕方からなかなか進化せずにいた。しかし、近年のアダプテーション理論

は、小説、演劇、映画、ドラマ、アニメ、ゲームなど多様なメディアを横断し、「アダプテーション」とい

う語それ自体を「創造的な解釈」と再定義し、無限の可能性を持つ概念として議論を展開している。原作

小説が「アダプト」される時、その時代や文化などの影響を受けてどのように変異しているか、文学の表

現がどのように多様化・複雑化しているか、各場面を照合するのではなく、原作のエッセンスがどのよう

に再解釈されているかなどを探ることによって、新たな文化・文学／映画研究を展開することを、本研究

会の目的とする。 

代表者：吉村圭（佐賀大学） 

 

 


